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新
有
権
者
感
想
文
募
集

　
自
治
省
・
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
は
、
新
有
権
者
の
感
想
文
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
　
最
近
の
選
挙
、
あ
る
い

は
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ

い
て
、
自
分
自
身
で
経
験
し
た
り
、

考
え
た
り
、
感
じ
た
り
し
た
こ
と
。

　
字
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚

以
内
。

　
応
募
資
格
　
昭
和
三
十
年
一
月
一

日
か
ら
三
＋
一
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
も
の
。

　
申
込
み
　
昭
和
五
十
一
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
に
新
潟
県
（
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二
番

地
　
県
庁
内
）
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
応
募
上
の
注
意
　
q
D
応
募
者
の
住

謎
鰭
．
．
屡

磁
撚
避

激
　
雛
縛

黛
鯉
難
愚

彦
〃
薦
噸
悪

所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
職

業
を
原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る
こ
と
。

別
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、

応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
。

鋤
こ
の
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
媒
体
名
（
市
報
と
お
か

ま
ち
等
）
を
記
入
す
る
こ
と
。

所
得
税
の
還
付
申
告
書

は
お
早
め
に

　
昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
の
相
談
は
二
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
に
行
い
ま
す

が
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

確
定
申
告
は
す
で
に
税
務
署
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
、
税
金
が

還
付
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

①
五
十
年
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子
、

配
当
、
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
少
な

く
て
、
し
か
も
そ
の
他
の
所
得
も
あ

ま
り
多
く
な
い
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

　
　
　
　
　
　
　
　
や
篭
．
誉
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
伊
・

－
射
、

　
　
　
　
　
　
　
レ

薯撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
）
　
　
　
　
／

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、
寄
付

金
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
。

③
五
十
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
、

就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人
。

④
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
又

は
確
定
申
告
の
税
額
が
、
予
定
納
税

額
よ
り
少
な
い
人
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

浅
川
原
調
整
池
に

白
鳥

　
去
る
十
二
月
十
九
日
か
ら
、
浅
川

原
調
整
池
で
は
、
白
鳥
の
親
子
が
優

雅
に
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

調
整
池
に
自
鳥
が
訪
れ
た
の
は
、
す

で
に
五
回
目
。
馬
場
和
市
郎
（
小
泉
）

さ
ん
は
、
こ
と
し
も
白
鳥
に
せ
っ
せ

と
え
さ
を
与
え
て
い
ま
す
。
白
鳥
の

え
さ
と
な
る
茶
が
ら
、
し
い
な
等
の

あ
る
方
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
…
吉
田
公
民
館
（
魯
二
－

二
八
七
四
番
）
ま
た
は
馬
場
和
市
郎

宅
（
三
沢
屋
商
店
魯
二
－
三
六
三
三

番
）
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
茂
野
き
く
（
稲
荷
町
四
）
香
典
返

し
…
…
五
万
円
　
▽
滝
沢
信
．
（
本

町
、
ご
香
典
返
し
…
…
レ
万
円
　
▽

小
川
周
策
（
水
目
）
…
：
∴
万
円

▽
上
村
重
太
郎
（
高
田
町
一
）
・

十
万
円
　
▽
根
津
政
治
（
西
浦
東
）

…
：
二
万
円
　
▽
佐
藤
元
吉
ハ
四
日

町
新
田
第
一
）
…
…
五
万
円
　
▽
田

村
政
治
（
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
）
…
…
み

か
ん
一
箱
　
▽
碓
井
重
，
。
一
（
老
人
ホ

ー
ム
ヘ
）
…
…
サ
ロ
ン
パ
ス
　
▽
ヒ

新
田
簡
易
保
険
組
合
（
代
表
・
近
藤

静
江
）
…
…
五
千
円
。

　
歳
末
助
け
合
い

　
▽
十
日
町
高
校
…
…
八
万
九
千
八

百
四
十
八
円
　
▽
山
田
浩
（
四
日
町

新
田
第
三
）
…
…
三
百
九
十
六
円

▽
十
日
町
高
校
』
一
年
二
組
…
…
二
万

千
三
十
七
円
　
▽
十
日
町
実
業
高
校

　
…
二
万
干
八
百
九
十
一
円
　
▽
十

日
町
水
道
工
業
有
志
…
…
一
万
七
干

三
百
八
十
円
　
▽
立
正
佼
成
会
十
日

町
支
部
…
…
四
万
二
千
四
百
九
十
六

円
　
▽
匿
名
－
…
千
円
　
▽
羽
竜
ト

　
　
　
　
零
訟

　
　
　
　
襲
鵯
・

　
　
　
　
～
聾
．
「
門
｝

　
　
　
、

璽鳶、
驚
喪

．
G
　
、
’

　
　
ノ鎌

　
　
　
　
　
　
ノ

ー
　
　
グ
ス
ン

グ
ス
・
’

　
　
　
“
ゼ
轟
、

　
　
　
、
　
恥
・

　
　
　
、
、
、
Σ

》
翠
壷

　
　
か
…
弓
．
，
．
．

　
　
　
　
下

き
竹
　
度
～
φ

　
　
　
ぽ

　
ろ
ー
≧
ー

　
　
　
し
々
ー

　
　
　
　
仁
薯
ワ
：

勉
．
撫　。

♪
、

リ
　
　
　
　
　
ヤ
ず

　
、
歌

　
、
§
■
§
§
§
N

リ
（
錦
町
二
）
：

円
　
▽
匿
名

　
▽
水
落
賀
一

千
円
…
一
万
千
五
百
円

…
…
一
万
円

東
）
・

よ
の
（
昭
和
町
一
）

▽
匿
名
・
…

（
大
黒
沢
）

直
義

小
学
校
…
・

吉
（
下
条
）
…

名
：
：
：

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
：
：

七
十
三
円

…
…
三
千
六
十
円

職
員
一
同
…
：

　
▽
高
金
織
物
高
友
会
：

百
三
十
五
円

百
円
▽
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
…
：

三
万
九
百
六
十
円
　
▽
十
日
町
ロ
ー

　
　
固
定
資
産
視
の
課
税
対

　
象
と
な
る
宅
地
は
、
住
宅

　
用
地
と
非
住
宅
用
地
に
区

　
分
し
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ

　
こ
で
昭
和
五
レ
年
度
中
に

　
土
地
及
び
家
屋
等
を
つ
ぎ

　
の
と
お
り
異
動
し
た
方
は

　
昭
和
五
十
一
年
．
月
、
．
十

　
日
ま
で
に
市
役
所
税
務
課

　
固
定
資
産
税
係
に
申
告
し

　
て
く
だ
さ
い
。
（
用
紙
は
税

　
務
課
に
あ
り
ま
す
）
く
わ

　
し
い
こ
と
は
市
役
所
税
務

　
課
固
定
資
産
税
係
（
魯
七

　
　
　
　
…
二
万
三
百
三
十

　
　
…
…
五
千
九
．
白
五
十
円

　
　
、
（
ニ
タ
子
）
…
…
二

▽
十
日
町
砂
利
合
資
会
社
…

　
　
　
　
　
▽
下
条
婦
人
会

　
　
　
▽
本
山
フ
ジ
（
袋
町

…
三
干
八
百
円
　
▽
庭
野
み

　
　
　
　
　
…
…
二
千
円

　
：
五
千
円
　
▽
村
山
ハ
ル

　
　
…
…
二
千
円
　
▽
内
藤

（
椌
木
）
…
…
千
円
　
▽
飛
一

　
：
千
九
百
円
　
▽
村
山
兼

　
　
　
－
千
九
百
円
　
▽
匿

一
万
円
　
▽
十
日
町
北
ロ
ー

　
　
　
　
：
一
万
六
千
九
百

　
　
▽
庭
野
貴
美
子
（
泉
町
）

　
　
　
　
　
▽
十
日
町
病
院

　
　
　
九
千
三
百
八
十
八
円

　
　
　
　
　
　
　
…
三
千
八

　
　
　
▽
山
田
昭
雄
…
…
三

▽
大
島
葉
子
…
…
五
百
円

§
・
苓
、
．
堅
■
，
§
§
，
§
§
．
§
．
藁
、
蔦
■
．
§
§
，
．
§
§
§
．
藁
。
モ
臼
．
§
§
．
§
§
蓑
．
ミ

1
、
一
二
二
番
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
土
地
及
び
家
屋
の
異
動

　
■
売
買
及
び
宅
地
に
地
目
変
更
が

な
さ
れ
た
場
合

　
■
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
土

地
の
状
況
が
非
住
宅
用
地
か
ら
住
宅

用
地
に
な
っ
た
場
合

　
■
家
屋
の
構
造
変
更
が
な
さ
れ
た

も
の
及
び
取
り
こ
わ
し
に
よ
り
前
年

一
月
一
日
現
在
の
状
況
と
異
な
っ
た

場
合
　
■
そ
の
他
宅
地
の
状
況
が
変
更
に

な
っ
た
場
合

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
…
…
三
万
九
百

三
十
五
円
　
▽
青
少
年
ホ
ー
ム
…
・

三
干
四
百
五
円
　
▽
十
日
町
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
…
六
万
四
千
七
百
六

十
円
　
▽
中
条
中
学
校
生
徒
会
…

六
千
八
百
八
十
七
円
　
▽
飯
林
織
物

㈱
（
バ
ザ
ー
利
益
金
）
…
…
四
万
千

円
　
▽
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新
田
）
・

：
二
万
円
　
▽
佐
藤
実
…
…
三
千
八

百
三
十
円
　
▽
石
田
喜
一
…
…
三
千

八
百
三
十
円
　
▽
匿
名
…
…
五
百
円

　
▽
常
角
熊
吉
（
魚
之
田
川
）
・

三
干
円
　
▽
上
新
田
簡
易
保
険
組
合

（
代
表
・
近
藤
静
江
）
…
…
五
千
円

　
▽
山
ロ
ヨ
キ
（
下
条
四
丁
目
）
・

…
衣
類
　
▽
桑
原
正
治
（
新
座
）
・

…
日
用
品
　
▽
田
中
昭
治
（
稲
荷
町

四
）
保
育
所
へ
…
…
も
み
の
木
十
六

本
▽
新
川
屋
酒
店
…
…
も
ち
四
百

八
十
コ
　
▽
上
越
舗
道
㈱
（
交
通
遺

児
に
）
…
…
三
千
八
百
四
十
二
円
。

　
原
水
禁
十
日
町
市
協
識
会
へ

▽
松
井
愛
美
（
本
町
西
一
）
…
二
万
円

■市勢／人ロー50，491人（男24，575・女25，916）／世帯数…11，560／面積…・211．44K㎡（12月旧現在）
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灘
ー

欝

…
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矧

O
㎜
□

¶
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ゐ
号

／
飛
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3

2
、

徽い
　去る1月18日からの異常降雪で、1月27日現在2㍍64㌢の積雪となりまし
た。特に1月20日～1月21日までの降雪量は1㍍5㌢と観測史上最高を記録、

市民生活や市民の経済活動等に大きな打撃を与えました。
　今月は、雪と戦っている市民生活の一部をスナップ写真で
ご紹介します．　　　　　　　　　　　　　　　（レィァゥト広報協ヵ員庭野泰明）
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　　　　　　　　畿｛i活の安全を

　　　　　　　　　　　　　去る1月18日からの異常降雪で、観測史上最商のド

　　　　　　　　　　議　力雪となり、市民生活のすべてにわたって大打撃を

　　　　　　　　　　　　受けました一。市役所では、1月20口に雪害対策本

、』ダ額鰻．F　鶯麟辮墓蓬臆、鰭糟ぷ・
臨肇◎槍市民のみなさんから・つぎのことにつも・てご鹸

雛鰻鞭蘇．難マ・．．．．．、，＿
　
豪
雪
で
水
道
水
を
消
雪
等
に

利
用
す
る
た
め
、
水
源
は
枯
渇

状
態
で
す
。

　
市
水
道
課
で
は
、
水
源
確
保

の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
飲
料
水
確
保
が

む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
の
で
節

水
と
同
時
に
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
■
消
雪
に
は
水
道
水
を
絶
対

使
わ
な
い
。
■
凍
結
防
止
の
た

め
の
タ
ラ
タ
ラ
出
し
は
し
な
い
。

■
瞬
間
湯
沸
器
の
使
用
は
水
圧

が
低
く
な
り
、
ガ
ス
漏
れ
の
危

険
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　
　
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
絶
対

し
な
い
よ
う
に

　
除
雪
作
業
に
障
害
に
な

り
ま
す
の
で
、
路
上
駐
車

は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の

た
め
、
路
上
駐
車
禁
止
場

所
に
駐
車
し
て
い
る
車
を

損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の

修
理
代
や
車
を
排
除
さ
せ

る
た
め
に
、
要
し
た
費
用

等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
作

業
中
は
危
険
で
す
か
ら
、

除
雪
車
両
等
に
は
近
寄
ら

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
特
に
、
こ
ど
も
等
は
親
の
監
視

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
の
自
粛
を

　
豪
雪
の
た
め
、
道
路
状
況
は
極
め

て
悪
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
カ

ー
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

踏
切
り
の
通
行
は
、
し
ゃ
断
機
を
取

り
は
ず
し
ま
し
た
の
で
、
安
全
を
十

分
確
認
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
早
期
除
雪
を

　
昨
年
は
六
棟
の
家
屋
が
倒
壊
、
今

年
は
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
屋
根
は
早
め
に
除
雪
し
て
く
だ
さ

い
。
除
雪
道
路
に
面
す
る
と
こ
ろ
は
、

交
通
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
だ
れ
事
故
に
ご
注
意

　
積
雪
量
が
多
い
た
め
、
な
だ
れ
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
雪
庇
の
排
除

や
う
回
路
の
確
保
な
ど
、
な
だ
れ
に

よ
る
事
故
防
止
を
は
か
る
と
共
に
特

に
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確

保
に
は
特
段
の
ご
配
意
を
お
願
い
し

ま
す
。流
雪
溝
の
使
用
に
つ
い
て

　
無
秩
序
な
流
雪
溝
や
道
路
側
溝
へ

の
流
雪
に
よ
り
住
宅
浸
水
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
使
用
の
際
は
、
下

流
の
こ
と
を
考
え
、
正
し
く
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
流
雪
溝
を
使

用
し
な
い
と
き
は
必
ず
ふ
た
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
豪
雪
写
真
を
市
民
ホ
ー

　
ル
に
展
示

　
市
雪
害
対
策
本
部
は
、
こ
の
ほ
ど
、

一
月
豪
雪
の
写
真
を
市
役
所
市
民
ホ

ー
ル
に
展
示
し
ま
し
た
の
で
、
市
役

所
へ
お
い
で
の
際
は
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
国
県

に
対
し
、
雪
害
に
対
す
る
助
成
措
置

亡
求
め
市
議
会
と
も
ど
も
強
力
な
運

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

の
写
真
も
毎
年
の
こ
と
と
は
い
え
、

豪
雪
に
よ
る
雪
国
の
住
民
の
苦
悩
を

訴
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
使
用
し

ま
し
た
。

火
の
用
心
を
お
願
い
・
し
ま
す

　
豪
雪
で
道
路
状
況
が
悪
い
た
め
、

消
防
自
動
車
が
は
い
れ
な
い
と
こ
ろ

が
で
て
く
る
な
ど
、
消
防
活
動
が
非

常
に
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
火
の
元
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
□
万
一
の
場
合
の
避
難
口
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
■
冬
季
間
は
、

降
雪
や
道
路
の
除
雪
、
屋
根
の
雪
お

ろ
し
等
で
消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
埋

ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
消
防
署
や
消

防
団
員
は
そ
の
除
雪
作
業
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
市
内
の
消
火
栓
は
三

百
五
十
八
基
、
防
火
水
槽
は
三
百
九

基
も
あ
る
た
め
、
完
全
に
除
雪
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
各
町
内
の
方
は
、

い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
、
お
近

く
の
消
防
水
利
施
設
（
水
槽
、
消
火

栓
等
）
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
物
、
灯
油
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
器
具
施
設
、
煙
突
を
も
う
一
度

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
火

器
の
点
検
、
使
用
方
法
の
確
認
な
ど

も
お
願
い
し
ま
す
。
■
老
人
や
こ
ど

も
の
寝
室
の
位
置
、
避
難
方
法
な
ど

に
つ
い
て
特
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　
■
密
閉
さ
れ
た
部
屋
で
の
燃
焼
器

具
の
使
用
は
、
酸
素
欠
乏
か
ら
中
毒

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
換
気

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

石
油
器
具
類
が
ト
ッ
プ

　
　
50
年
火
災
発
生
状
況

廊糾．、，疑

＼ミ（、。訪　　6件
電気器具

2件　　　　　（37．5％
い2．5％1

　　　　煙突
　　　　不良焚火
　　　2件　　　不始末
　　（12．5％）　3件

　　　　　　　（18．75％）

　
当
市
の
火
災
発
生
状
況
は
、
昭
和

五
十
年
一
ヵ
年
で
十
六
件
の
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
死

傷
者
は
で
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
焼

九
件
、
火
災
一
件
、
部
分
焼
十
件
（
罹

災
世
帯
数
十
五
、
罹
災
人
員
七
十
名
）

で
損
害
額
五
千
二
百
五
十
万
四
千
円

に
達
し
ま
し
た
。
火
災
の
発
生
原
因

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
石
油

器
具
に
よ
る
も
の
が
ト
ッ
プ
、
つ
い

で
焚
火
の
不
始
末
、
煙
突
不
良
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
予
防
の
た
め
、

火
気
の
使
用
、
特
に
各
燃
焼
器
具
の

点
検
整
備
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

山
間
集
落
を
査
察

　
市
雪
害
対
策
本
部
で
は
、
市
内

山
間
集
落
の
な
だ
れ
危
険
カ
所
、

道
路
状
況
等
を
は
握
す
る
た
め
、

去
る
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間

の
日
程
で
査
察
を
行
な
い
ま
し
た
。

査
察
は
五
班
編
成
で
行
な
わ
れ
、

特
に
な
だ
れ
危
険
カ
所
の
は
握
と

必
要
な
指
示
、
道
路
状
況
、
公
共

施
設
の
除
雪
状
況
、
保
護
世
帯
等

の
状
態
、
医
療
関
係
、
生
活
物
資

の
確
保
状
況
な
ど
が
詳
細
に
調
査

さ
れ
ま
し
た
。

衆
院
災
対
委
が
視
察

　
衆
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
の

委
員
一
行
が
雪
害
対
策
状
況
視
察

の
た
め
、
去
る
二
月
五
日
来
市
、

市
役
所
で
春
日
市
長
ら
の
陳
情
を

う
け
、
市
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

春
日
市
長
か
ら
豪
雪
状
況
の
説
明

を
受
け
る
衆
院
災
対
委
員
の
一
行

（第3種郵便物認可）昭和51年2月10日と6』∬夢3（3

井田城跡など四点を

市文化財に指定

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど

市
文
化
財
と
し
て
大
井
田
城
跡
な
ど

新
た
に
史
跡
二
、
天
然
記
念
物
二
の

四
点
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
十
二
月
の
文
化
財

調
査
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
く
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
に
指
定
さ
れ
て
い
た

市
文
化
財
三
点
（
越
能
山
都
登
上
下

全
一
冊
、
神
宮
寺
境
内
地
、
越
後
縮

製
見
本
帳
二
冊
）
と
合
わ
せ
て
七
点

が
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
井
田
城
跡
（
史
跡
）

　
大
井
田
城
跡
は
、
魚
沼
中
条
駅
の

東
方
、
標
高
三
百
二
十
層
の
通
称
城

山
の
山
頂
に
あ
り
、
南
北
朝
時
代
に

お
け
る
越
後
新
田
党
の
中
心
勢
力
で

あ
っ
た
大
井
田
氏
累
世
の
本
拠
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
井
田
氏
は
、
上
州
の
名
族
新
田

氏
の
一
門
で
、
今
か
ら
七
百
年
く
ら

い
前
に
当
地
方
に
移
住
し
、
開
発
領

主
と
し
て
し
だ
い
に
勢
力
を
伸
ば
し

て
い
き
ま
し
た
。
宗
家
新
田
義
貞
が大井田城跡（中条）

倒
幕
（
鎌
倉
幕
府
）
の
兵
を
挙
げ
る

や
、
ま
っ
さ
き
に
こ
れ
に
加
わ
り
戦

功
を
あ
げ
て
、
そ
の
後
、
後
醍
醐
天

皇
を
中
心
と
す
る
建
武
の
新
政
が
崩

壊
し
、
南
北
両
朝
の
二
政
権
が
成
立

し
て
も
南
朝
方
と
し
て
各
地
で
転
戦

し
、
南
北
朝
の
合
体
ま
で
の
約
五
十

年
間
、
終
始
一
貫
し
て
南
朝
の
た
め

に
つ
く
し
た
の
で
す
。
そ
の
戦
い
ぶ

り
は
、
太
平
記
に
も
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
城
跡
そ
の
も
の
は
、
戦
国
時
代
に

改
造
、
補
強
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
基
本
的
に
は
南
北
朝
時
代
の

も
の
を
踏
襲
し
、
各
所
に
南
北
朝
期

の
名
残
を
と
ど
め
て
お
り
、
戦
国
期

に
改
造
、
補
強
さ
れ
た
部
分
も
、
例

え
ば
畝
形
阻
塞
（
う
ね
が
た
そ
さ
い
）

な
ど
は
余
り
類
例
が
み
ら
れ
な
い
施

設
で
す
。

　
当
地
方
の
中
世
に
つ
い
て
は
、
大

井
田
氏
等
の
支
配
者
（
開
発
領
主
）

を
ぬ
き
に
し
て
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

政
治
、
経
済
、
文
化
等
あ
ら
ゆ
る
面

で
当
地
方
の
中
心
と
な
り
、
そ
の
影

響
力
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、

戦
闘
に
つ
ぐ
戦
闘
で
一
般
民
衆
が
こ

う
む
っ
た
苦
難
も
ま
た
見
の
が
す
わ

け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
点

を
考
え
る
と
き
、
大
井
田
氏
累
世
の

本
拠
と
伝
え
ら
れ
る
本
城
跡
は
、
当

地
方
、
十
日
町
市
の
中
世
を
象
徴
す

る
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
す
。

大
黒
沢
正
平
在
銘
梵
字
碑

附
・
蔵
骨
器
（
史
跡
）

大
黒
沢
と
小
黒
沢
の
中
間
、
耕
地

梵
字
碑
（
大
黒
沢
）

の
畦
畔
に
、
正
平
在
銘
梵
字
碑
が
あ

り
ま
す
。

　
梵
字
碑
（
ぼ
ん
じ
ひ
）
は
板
碑
（
い

た
び
）
の
一
種
で
、
碑
面
の
中
央
に

は
尊
像
を
現
わ
す
梵
字
を
刻
み
、
そ

の
下
に
造
立
年
月
日
や
願
主
名
等
を

刻
ん
だ
も
の
で
す
。
関
東
地
方
の
板

碑
は
緑
泥
片
岩
を
加
工
し
た
も
の
が

大
部
分
で
す
が
、
当
地
方
に
み
ら
れ

る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
安
山
岩
系

の
自
然
石
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い

ま
す
。
梵
字
碑
造
立
の
趣
旨
は
、
死

者
の
鎮
魂
供
養
や
逆
修
（
生
前
に
自

分
の
た
め
に
冥
福
を
祈
る
こ
と
）
の

た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、

鎌
倉
時
代
中
頃
か
ら
始
ま
り
、
南
北

朝
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
、
戦
国
時

代
の
末
頃
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
当
地
方
に
は
、
川
西
町
と
津
南
町

に
か
な
り
密
集
し
た
地
域
が
み
ら
れ

ま
す
が
、
当
市
に
お
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
、
こ
の
梵
字
碑
が
唯
一
の
も
の

で
す
。
こ
の
梵
字
碑
は
安
山
岩
の
自

然
石
で
、
上
部
に
キ
リ
ー
ク
・
サ
・
サ

ク
の
三
梵
字
で
弥
陀
三
尊
を
現
わ
し
、

そ
の
下
に
正
平
八
年
八
月
十
七
日
、

施
主
敬
白
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
も
こ
の
下
か
ら
男
子
二
体
分
の
火

葬
骨
の
入
っ
た
蔵
骨
器
が
発
見
さ
れ
、

死
者
の
鎮
魂
供
養
の
た
め
に
建
て
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
実
際
に
碑
の
下
か
ら
人
骨
の
発

見
さ
れ
る
例
は
県
内
で
は
き
わ
め
て

稀
で
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
梵
字
碑
が

原
位
置
に
存
在
し
な
い
こ
と
を
み
れ

ば
本
例
は
き
わ
め
て
貴
重
で
す
。

　
ま
た
当
市
の
大
黒
沢
の
一
例
を
は

じ
め
妻
有
郷
に
は
南
朝
年
号
を
刻
ん

だ
梵
字
碑
が
多
く
、
大
井
田
氏
を
は

じ
め
と
す
る
南
朝
勢
力
の
拠
点
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
う
え
で
、

そ
の
史
料
的
価
値
は
き
わ
め
て
高
く
、

ま
た
当
地
方
の
中
世
の
信
仰
の
実
態

を
究
明
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要

で
す
。

小
貫
諏
訪
社
の
大
杉
（
天
然
記
念
物
）

　
小
貫
の
諏
訪
社
の
境
内
に
あ
り
、

村
の
人
々
か
ら
鎮
守
様
の
大
杉
と
し

　
大
　
　
杉
（
小
貫
）

た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
神
社
の
大
杉
に
つ
い
て
『
中

魚
沼
郡
誌
』
（
大
正
八
年
刊
）
に
は

「
小
貫
十
二
社
に
一
丈
六
尺
余
の
老

杉
一
株
…
…
…
」
と
あ
り
ま
す
。
以

前
は
こ
の
神
社
を
十
二
社
と
い
っ
て

い
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
他
所
に
あ

っ
た
諏
訪
社
を
こ
れ
に
合
祀
し
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
大
杉
は
、
以
前
境
内
を
広
げ

る
際
に
土
盛
を
し
た
た
め
根
本
は
一

屑
く
ら
い
埋
っ
て
い
ま
す
が
、
地
上

一
、
二
后
の
周
囲
は
、
八
・
三
二
冒
、

枝
下
は
五
屓
、
高
さ
は
五
十
層
ほ
ど

あ
り
、
妻
有
地
方
で
も
屈
指
の
大
杉

で
す
。
樹
齢
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん

が
、
樹
勢
は
き
わ
め
て
旺
盛
で
毎
年

成
長
し
て
い
ま
す
。

漆
島
、
コ
ナ
ラ
の
大
木
（
天
然
記
念
物
）

　
漆
島
の
南
方
約
五
百
層
の
一
方
は

断
崖
に
な
っ
て
い
る
尾
根
上
に
あ
り

ま
す
。
樹
下
の
北
側
に
は
風
神
様
と

呼
ば
れ
る
自
然
石
が
安
置
さ
れ
て
お

り
、
戦
前
ま
で
は
、
二
百
十
日
の
台

風
よ
け
の
祭
り
が
毎
年
こ
こ
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ナ
ラ
は
、

目
通
周
囲
は
三
・
六
五
層
、
枝
下
は

一
・
四
〇
后
で
あ
り
、
こ
こ
で
南
北

両
枝
に
分
岐
し
ま
す
。
樹
齢
は
約
二

百
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
当
地
方
の
楢
は
虫
害
を
受
け
易
い

の
で
す
が
、
こ
の
樹
は
そ
れ
が
み
ら

れ
ず
樹
勢
も
旺
盛
で
、
地
方
的
に
稀

に
み
る
巨
木
で
す
。

　
な
お
こ
の
大
木
に
は
ホ
ザ
キ
ノ
ヤ

ド
リ
ギ
が
寄
生
し
て
い
ま
す
。

コナラの大木（漆島）
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豪
雪
で
水
道
水
を
消
雪
等
に

利
用
す
る
た
め
、
水
源
は
枯
渇

状
態
で
す
。

　
市
水
道
課
で
は
、
水
源
確
保

の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
飲
料
水
確
保
が

む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
の
で
節

水
と
同
時
に
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
■
消
雪
に
は
水
道
水
を
絶
対

使
わ
な
い
。
■
凍
結
防
止
の
た

め
の
タ
ラ
タ
ラ
出
し
は
し
な
い
。

■
瞬
間
湯
沸
器
の
使
用
は
水
圧

が
低
く
な
り
、
ガ
ス
漏
れ
の
危

険
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　
　
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
絶
対

し
な
い
よ
う
に

　
除
雪
作
業
に
障
害
に
な

り
ま
す
の
で
、
路
上
駐
車

は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の

た
め
、
路
上
駐
車
禁
止
場

所
に
駐
車
し
て
い
る
車
を

損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の

修
理
代
や
車
を
排
除
さ
せ

る
た
め
に
、
要
し
た
費
用

等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
作

業
中
は
危
険
で
す
か
ら
、

除
雪
車
両
等
に
は
近
寄
ら

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
特
に
、
こ
ど
も
等
は
親
の
監
視

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
の
自
粛
を

　
豪
雪
の
た
め
、
道
路
状
況
は
極
め

て
悪
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
カ

ー
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

踏
切
り
の
通
行
は
、
し
ゃ
断
機
を
取

り
は
ず
し
ま
し
た
の
で
、
安
全
を
十

分
確
認
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
早
期
除
雪
を

　
昨
年
は
六
棟
の
家
屋
が
倒
壊
、
今

年
は
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
屋
根
は
早
め
に
除
雪
し
て
く
だ
さ

い
。
除
雪
道
路
に
面
す
る
と
こ
ろ
は
、

交
通
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
だ
れ
事
故
に
ご
注
意

　
積
雪
量
が
多
い
た
め
、
な
だ
れ
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
雪
庇
の
排
除

や
う
回
路
の
確
保
な
ど
、
な
だ
れ
に

よ
る
事
故
防
止
を
は
か
る
と
共
に
特

に
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確

保
に
は
特
段
の
ご
配
意
を
お
願
い
し

ま
す
。流
雪
溝
の
使
用
に
つ
い
て

　
無
秩
序
な
流
雪
溝
や
道
路
側
溝
へ

の
流
雪
に
よ
り
住
宅
浸
水
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
使
用
の
際
は
、
下

流
の
こ
と
を
考
え
、
正
し
く
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
流
雪
溝
を
使

用
し
な
い
と
き
は
必
ず
ふ
た
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
豪
雪
写
真
を
市
民
ホ
ー

　
ル
に
展
示

　
市
雪
害
対
策
本
部
は
、
こ
の
ほ
ど
、

一
月
豪
雪
の
写
真
を
市
役
所
市
民
ホ

ー
ル
に
展
示
し
ま
し
た
の
で
、
市
役

所
へ
お
い
で
の
際
は
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
国
県

に
対
し
、
雪
害
に
対
す
る
助
成
措
置

亡
求
め
市
議
会
と
も
ど
も
強
力
な
運

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

の
写
真
も
毎
年
の
こ
と
と
は
い
え
、

豪
雪
に
よ
る
雪
国
の
住
民
の
苦
悩
を

訴
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
使
用
し

ま
し
た
。

火
の
用
心
を
お
願
い
・
し
ま
す

　
豪
雪
で
道
路
状
況
が
悪
い
た
め
、

消
防
自
動
車
が
は
い
れ
な
い
と
こ
ろ

が
で
て
く
る
な
ど
、
消
防
活
動
が
非

常
に
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
火
の
元
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
□
万
一
の
場
合
の
避
難
口
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
■
冬
季
間
は
、

降
雪
や
道
路
の
除
雪
、
屋
根
の
雪
お

ろ
し
等
で
消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
埋

ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
消
防
署
や
消

防
団
員
は
そ
の
除
雪
作
業
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
市
内
の
消
火
栓
は
三

百
五
十
八
基
、
防
火
水
槽
は
三
百
九

基
も
あ
る
た
め
、
完
全
に
除
雪
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
各
町
内
の
方
は
、

い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
、
お
近

く
の
消
防
水
利
施
設
（
水
槽
、
消
火

栓
等
）
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
物
、
灯
油
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
器
具
施
設
、
煙
突
を
も
う
一
度

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
火

器
の
点
検
、
使
用
方
法
の
確
認
な
ど

も
お
願
い
し
ま
す
。
■
老
人
や
こ
ど

も
の
寝
室
の
位
置
、
避
難
方
法
な
ど

に
つ
い
て
特
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　
■
密
閉
さ
れ
た
部
屋
で
の
燃
焼
器

具
の
使
用
は
、
酸
素
欠
乏
か
ら
中
毒

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
換
気

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

石
油
器
具
類
が
ト
ッ
プ

　
　
50
年
火
災
発
生
状
況

廊糾．、，疑

＼ミ（、。訪　　6件
電気器具

2件　　　　　（37．5％
い2．5％1

　　　　煙突
　　　　不良焚火
　　　2件　　　不始末
　　（12．5％）　3件

　　　　　　　（18．75％）

　
当
市
の
火
災
発
生
状
況
は
、
昭
和

五
十
年
一
ヵ
年
で
十
六
件
の
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
死

傷
者
は
で
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
焼

九
件
、
火
災
一
件
、
部
分
焼
十
件
（
罹

災
世
帯
数
十
五
、
罹
災
人
員
七
十
名
）

で
損
害
額
五
千
二
百
五
十
万
四
千
円

に
達
し
ま
し
た
。
火
災
の
発
生
原
因

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
石
油

器
具
に
よ
る
も
の
が
ト
ッ
プ
、
つ
い

で
焚
火
の
不
始
末
、
煙
突
不
良
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
予
防
の
た
め
、

火
気
の
使
用
、
特
に
各
燃
焼
器
具
の

点
検
整
備
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

山
間
集
落
を
査
察

　
市
雪
害
対
策
本
部
で
は
、
市
内

山
間
集
落
の
な
だ
れ
危
険
カ
所
、

道
路
状
況
等
を
は
握
す
る
た
め
、

去
る
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間

の
日
程
で
査
察
を
行
な
い
ま
し
た
。

査
察
は
五
班
編
成
で
行
な
わ
れ
、

特
に
な
だ
れ
危
険
カ
所
の
は
握
と

必
要
な
指
示
、
道
路
状
況
、
公
共

施
設
の
除
雪
状
況
、
保
護
世
帯
等

の
状
態
、
医
療
関
係
、
生
活
物
資

の
確
保
状
況
な
ど
が
詳
細
に
調
査

さ
れ
ま
し
た
。

衆
院
災
対
委
が
視
察

　
衆
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
の

委
員
一
行
が
雪
害
対
策
状
況
視
察

の
た
め
、
去
る
二
月
五
日
来
市
、

市
役
所
で
春
日
市
長
ら
の
陳
情
を

う
け
、
市
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

春
日
市
長
か
ら
豪
雪
状
況
の
説
明

を
受
け
る
衆
院
災
対
委
員
の
一
行

（第3種郵便物認可）昭和51年2月10日と6』∬夢3（3

井田城跡など四点を

市文化財に指定

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど

市
文
化
財
と
し
て
大
井
田
城
跡
な
ど

新
た
に
史
跡
二
、
天
然
記
念
物
二
の

四
点
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
十
二
月
の
文
化
財

調
査
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
く
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
に
指
定
さ
れ
て
い
た

市
文
化
財
三
点
（
越
能
山
都
登
上
下

全
一
冊
、
神
宮
寺
境
内
地
、
越
後
縮

製
見
本
帳
二
冊
）
と
合
わ
せ
て
七
点

が
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
井
田
城
跡
（
史
跡
）

　
大
井
田
城
跡
は
、
魚
沼
中
条
駅
の

東
方
、
標
高
三
百
二
十
層
の
通
称
城

山
の
山
頂
に
あ
り
、
南
北
朝
時
代
に

お
け
る
越
後
新
田
党
の
中
心
勢
力
で

あ
っ
た
大
井
田
氏
累
世
の
本
拠
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
井
田
氏
は
、
上
州
の
名
族
新
田

氏
の
一
門
で
、
今
か
ら
七
百
年
く
ら

い
前
に
当
地
方
に
移
住
し
、
開
発
領

主
と
し
て
し
だ
い
に
勢
力
を
伸
ば
し

て
い
き
ま
し
た
。
宗
家
新
田
義
貞
が大井田城跡（中条）

倒
幕
（
鎌
倉
幕
府
）
の
兵
を
挙
げ
る

や
、
ま
っ
さ
き
に
こ
れ
に
加
わ
り
戦

功
を
あ
げ
て
、
そ
の
後
、
後
醍
醐
天

皇
を
中
心
と
す
る
建
武
の
新
政
が
崩

壊
し
、
南
北
両
朝
の
二
政
権
が
成
立

し
て
も
南
朝
方
と
し
て
各
地
で
転
戦

し
、
南
北
朝
の
合
体
ま
で
の
約
五
十

年
間
、
終
始
一
貫
し
て
南
朝
の
た
め

に
つ
く
し
た
の
で
す
。
そ
の
戦
い
ぶ

り
は
、
太
平
記
に
も
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
城
跡
そ
の
も
の
は
、
戦
国
時
代
に

改
造
、
補
強
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
基
本
的
に
は
南
北
朝
時
代
の

も
の
を
踏
襲
し
、
各
所
に
南
北
朝
期

の
名
残
を
と
ど
め
て
お
り
、
戦
国
期

に
改
造
、
補
強
さ
れ
た
部
分
も
、
例

え
ば
畝
形
阻
塞
（
う
ね
が
た
そ
さ
い
）

な
ど
は
余
り
類
例
が
み
ら
れ
な
い
施

設
で
す
。

　
当
地
方
の
中
世
に
つ
い
て
は
、
大

井
田
氏
等
の
支
配
者
（
開
発
領
主
）

を
ぬ
き
に
し
て
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

政
治
、
経
済
、
文
化
等
あ
ら
ゆ
る
面

で
当
地
方
の
中
心
と
な
り
、
そ
の
影

響
力
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、

戦
闘
に
つ
ぐ
戦
闘
で
一
般
民
衆
が
こ

う
む
っ
た
苦
難
も
ま
た
見
の
が
す
わ

け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
点

を
考
え
る
と
き
、
大
井
田
氏
累
世
の

本
拠
と
伝
え
ら
れ
る
本
城
跡
は
、
当

地
方
、
十
日
町
市
の
中
世
を
象
徴
す

る
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
す
。

大
黒
沢
正
平
在
銘
梵
字
碑

附
・
蔵
骨
器
（
史
跡
）

大
黒
沢
と
小
黒
沢
の
中
間
、
耕
地

梵
字
碑
（
大
黒
沢
）

の
畦
畔
に
、
正
平
在
銘
梵
字
碑
が
あ

り
ま
す
。

　
梵
字
碑
（
ぼ
ん
じ
ひ
）
は
板
碑
（
い

た
び
）
の
一
種
で
、
碑
面
の
中
央
に

は
尊
像
を
現
わ
す
梵
字
を
刻
み
、
そ

の
下
に
造
立
年
月
日
や
願
主
名
等
を

刻
ん
だ
も
の
で
す
。
関
東
地
方
の
板

碑
は
緑
泥
片
岩
を
加
工
し
た
も
の
が

大
部
分
で
す
が
、
当
地
方
に
み
ら
れ

る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
安
山
岩
系

の
自
然
石
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い

ま
す
。
梵
字
碑
造
立
の
趣
旨
は
、
死

者
の
鎮
魂
供
養
や
逆
修
（
生
前
に
自

分
の
た
め
に
冥
福
を
祈
る
こ
と
）
の

た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、

鎌
倉
時
代
中
頃
か
ら
始
ま
り
、
南
北

朝
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
、
戦
国
時

代
の
末
頃
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
当
地
方
に
は
、
川
西
町
と
津
南
町

に
か
な
り
密
集
し
た
地
域
が
み
ら
れ

ま
す
が
、
当
市
に
お
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
、
こ
の
梵
字
碑
が
唯
一
の
も
の

で
す
。
こ
の
梵
字
碑
は
安
山
岩
の
自

然
石
で
、
上
部
に
キ
リ
ー
ク
・
サ
・
サ

ク
の
三
梵
字
で
弥
陀
三
尊
を
現
わ
し
、

そ
の
下
に
正
平
八
年
八
月
十
七
日
、

施
主
敬
白
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
も
こ
の
下
か
ら
男
子
二
体
分
の
火

葬
骨
の
入
っ
た
蔵
骨
器
が
発
見
さ
れ
、

死
者
の
鎮
魂
供
養
の
た
め
に
建
て
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
実
際
に
碑
の
下
か
ら
人
骨
の
発

見
さ
れ
る
例
は
県
内
で
は
き
わ
め
て

稀
で
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
梵
字
碑
が

原
位
置
に
存
在
し
な
い
こ
と
を
み
れ

ば
本
例
は
き
わ
め
て
貴
重
で
す
。

　
ま
た
当
市
の
大
黒
沢
の
一
例
を
は

じ
め
妻
有
郷
に
は
南
朝
年
号
を
刻
ん

だ
梵
字
碑
が
多
く
、
大
井
田
氏
を
は

じ
め
と
す
る
南
朝
勢
力
の
拠
点
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
う
え
で
、

そ
の
史
料
的
価
値
は
き
わ
め
て
高
く
、

ま
た
当
地
方
の
中
世
の
信
仰
の
実
態

を
究
明
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要

で
す
。

小
貫
諏
訪
社
の
大
杉
（
天
然
記
念
物
）

　
小
貫
の
諏
訪
社
の
境
内
に
あ
り
、

村
の
人
々
か
ら
鎮
守
様
の
大
杉
と
し

　
大
　
　
杉
（
小
貫
）

た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
神
社
の
大
杉
に
つ
い
て
『
中

魚
沼
郡
誌
』
（
大
正
八
年
刊
）
に
は

「
小
貫
十
二
社
に
一
丈
六
尺
余
の
老

杉
一
株
…
…
…
」
と
あ
り
ま
す
。
以

前
は
こ
の
神
社
を
十
二
社
と
い
っ
て

い
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
他
所
に
あ

っ
た
諏
訪
社
を
こ
れ
に
合
祀
し
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
大
杉
は
、
以
前
境
内
を
広
げ

る
際
に
土
盛
を
し
た
た
め
根
本
は
一

屑
く
ら
い
埋
っ
て
い
ま
す
が
、
地
上

一
、
二
后
の
周
囲
は
、
八
・
三
二
冒
、

枝
下
は
五
屓
、
高
さ
は
五
十
層
ほ
ど

あ
り
、
妻
有
地
方
で
も
屈
指
の
大
杉

で
す
。
樹
齢
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん

が
、
樹
勢
は
き
わ
め
て
旺
盛
で
毎
年

成
長
し
て
い
ま
す
。

漆
島
、
コ
ナ
ラ
の
大
木
（
天
然
記
念
物
）

　
漆
島
の
南
方
約
五
百
層
の
一
方
は

断
崖
に
な
っ
て
い
る
尾
根
上
に
あ
り

ま
す
。
樹
下
の
北
側
に
は
風
神
様
と

呼
ば
れ
る
自
然
石
が
安
置
さ
れ
て
お

り
、
戦
前
ま
で
は
、
二
百
十
日
の
台

風
よ
け
の
祭
り
が
毎
年
こ
こ
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ナ
ラ
は
、

目
通
周
囲
は
三
・
六
五
層
、
枝
下
は

一
・
四
〇
后
で
あ
り
、
こ
こ
で
南
北

両
枝
に
分
岐
し
ま
す
。
樹
齢
は
約
二

百
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
当
地
方
の
楢
は
虫
害
を
受
け
易
い

の
で
す
が
、
こ
の
樹
は
そ
れ
が
み
ら

れ
ず
樹
勢
も
旺
盛
で
、
地
方
的
に
稀

に
み
る
巨
木
で
す
。

　
な
お
こ
の
大
木
に
は
ホ
ザ
キ
ノ
ヤ

ド
リ
ギ
が
寄
生
し
て
い
ま
す
。

コナラの大木（漆島）
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赤
倉
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

完
工
ま
で
に
六
年
半
の
難
工
事
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水沢村
00

＼継．占
一

　
上
越
線
六
日
町
駅
か
ら
十
日
町
市

・
松
代
町
を
経
由
し
、
信
越
線
の
犀

潟
駅
（
さ
い
か
た
）
に
連
絡
す
る
総

延
長
五
九
・
四
キ
。
順
の
北
越
北
線
建

設
工
事
は
総
事
業
費
三
百
十
五
億
円

で
昭
和
五
十
四
年
度
完
成
を
目
標
に

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
線
は
十
五
ヵ
所
（
三
九
キ
。
八
O

O
届
）
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、

松代班

．
田

／
松

St

撚
訳％．3σ奨

難齢

こ
の
ほ
ど
、
こ
の
う
ち
の
最
長
ト
ン

ネ
ル
で
あ
る
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

し
、
去
る
一
月
二
十
一
日
午
後
二
時

喜
び
の
貫
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
北
越
北
線
で
最

初
に
着
手
し
貫
通
し
た
も
の
で
あ
り
、

北
越
北
線
の
建
設
工
事
に
お
け
る
意

義
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

三
工
区
総
工
事
費
8
0
億
円
で

／
遡

　
北
越
北
線
中
最
長
の
赤
倉
ト
ン
ネ

ル
（
全
長
一
万
三
．
二
四
冒
）
は
、
六

日
町
・
十
日
町
市
間
の
中
魚
沼
丘
陵

を
貫
き
、
六
日
町
起
点
（
六
日
町
駅

か
ら
三
♂
九
六
〇
斌
）
か
ら
、
赤
倉

信
号
所
（
六
日
町
駅
か
ら
八
キ
。
五
二

〇
層
）
及
び
津
池
駅
（
六
日
町
駅
か

ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
す
る
と
、
両
工
区

か
ら
春
日
市
長
、
大
谷
六
日
町
助
役

が
駆
け
よ
り
が
っ
ち
り
握
手
1
。

・
’
つ
上
丁
、
一
キ
ロ
一
工
ハ
（
》
μ
一
）
　
ん
こ
経
で
・
L
ー
㎜
目

キ
・
二
九
四
層
で
終
わ
る
単
線
言
万
型

ト
ン
ネ
ル
で
す
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
つ
ぎ
の

三
工
区
（
東
工
区
…
六
日
町
起
点
四

キ
・
二
二
〇
層
、
中
工
区
…
津
池
駅
起

点
四
キ
・
一
四
〇
肩
、
西
工
区
∈
新
座

起
点
↓
キ
。
九
七
四
層
）
に
分
け
、
総

工
事
費
約
八
十
億
円
で
完
成
し
ま
し

た
。
　
（
西
工
区
は
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
完
成
）

　
こ
の
ほ
か
、
赤
倉
ト
ン
・
不
ル
工
事

に
伴
う
補
償
と
し
て
、
ト
ン
、
不
ル
直

L
部
落
の
飲
料
水
及
び
水
田
の
枯
渇

補
償
等
約
十
八
億
円
の
補
償
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
は
、
六
日

町
起
点
か
ら
八
キ
・
一
八
○
層
付
近
で

行
わ
れ
、
ド
ー
ン
と
い
う
発
破
音
と

同
時
に
津
池
駅
側
か
ら
春
日
市
長
・

六
日
町
駅
側
か
ら
大
谷
六
日
町
助
役

が
駆
け
寄
り
ガ
ッ
チ
リ
握
手
し
ま
し

た
。
三
工
区
の
う
ち
、
最
長
を
誇
る

東
工
区
は
、
昭
和
四
十
四
年
妃
月
レ

九
日
工
事
に
着
手
以
来
、
実
、
に
六
年

丘
ヵ
月
の
長
い
年
月
を
要
し
た
わ
け

で
す
、

　
北
越
北
線
の
現
況

　
北
越
北
線
の
建
設
工
事
は
、
路
盤

工
事
に
つ
い
て
、
六
日
町
駅
付
近
及

び
ト
日
町
市
付
近
高
架
橋
が
ほ
ぽ
し

ゅ
ん
工
し
、
六
日
町
i
卜
日
町
間
の

赤
倉
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
、
、
現
在
、
卜

日
町
－
犀
潟
間
は
用
地
買
収
中
で
あ

り
、
路
盤
工
事
は
ト
日
町
ト
ン
ネ
ル
、

薬
師
峠
ト
ン
ネ
ル
及
び
鍋
立
山
ト
ン

ネ
ル
を
施
工
中
で
す
。

昭
和
51
年
度

豫
漁
華

市
奨
学
生
を
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
市
奨
学
金
貸
与
希
望
者
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
　
昭
和
五
十
一
年
度
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、

大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の

者
で
、
つ
ぎ
の
事
項
に
該
当
す
る
者
。

　
①
本
市
に
一
、
一
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟
　
②
学
業
成
績
が
優
秀
と

認
め
ら
れ
る
者
③
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
者

④
心
身
と
も
に
健
全
な
者
。

　
奨
学
金
の
額
　
高
校
・
高
専
（
月

額
一
、
ギ
円
）
短
大
・
大
学
（
月
額
六

干
円
）
。

　
貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
一
年
四
月

か
ら
そ
の
者
の
在
学
す
る
学
校
の
最

短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で
。

　
採
用
予
定
者
数
　
高
校
・
高
専
（
二

十
名
）
短
大
・
大
学
（
十
名
）
。

　
出
願
書
類
　
奨
学
金
貸
与
願
書
．

在
学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明

篠原鉄建公団総裁、支社長、春日市長ら赤倉ト
ンネル関係者の一行（赤倉トンネル発破地点）

書
添
付
）
・
戸
籍
謄
本
及
住
民
票
謄

本
・
医
師
の
身
体
検
査
書
・
前
年
度

所
得
証
明
書
。

　
申
し
込
み
　
希
望
者
は
、
．
一
月
末

日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
、
市
内
各

中
学
校
・
高
等
学
校
に
申
し
込
み
を

県
が
特
別
融
資

　
　
豪
雪
に
よ
る
生
産
・
売
上

　
　
げ
減
少
企
業
に

　
県
は
、
一
月
豪
雪
で
生
産
、
売
上

げ
等
が
減
少
し
た
企
業
二
月
十
八

日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
の

生
産
、
売
上
げ
が
一
週
問
前
に
比
べ
、

お
お
む
ね
三
十
誕
以
上
も
低
、
卜
）
に

対
し
、
不
況
対
策
特
別
資
金
の
特
別

運
用
に
よ
り
一
企
業
当
た
り
一
．
一
百
万

円
（
小
企
業
百
万
円
）
を
限
度
と
し

て
、
特
別
融
資
し
ま
す
。
利
率
、
返

済
期
間
等
は
不
況
対
策
特
別
資
金
と

同
じ
。

　
申
し
込
み
は
、
十
日
町
商
工
会
議

所
ま
た
は
水
沢
商
工
会
へ
。
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触
畷
駆
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
と
り
で

　
昨
年
十
二
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
二
階
建
の
中
条
地
区
公
民
館
が
建

設
さ
れ
、
去
る
十
一
月
八
日
か
ら
、

地
域
の
人
達
の
茶
の
間
と
し
て
、
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、

老
人
い
こ
い
の
家
と
併
設
さ
れ
、
↓

階
は
、
浴
室
、
集
会
室
等
が
あ
り
、

二
階
は
、
図
書
室
兼
談
話
室
、
会
議

室
、
学
習
室
、
調
理
実
習
室
等
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
館
暖

屠
付
で
、
館
内
は
明
る
く
、
使
い
や
す

い
施
設
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

中条寿会々長

田村英太郎

こ
の
よ
う
に
、
文
化
（
教
養
、
公
民

館
活
動
と
し
て
老
人
達
の
集
会
や
青

年
学
級
、
婦
人
学
級
、
そ
の
他
の
グ

ル
ー
プ
活
動
に
文
字
通
り
地
域
づ
く

り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
中
条
地

区
公
民
館
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し

開
館
利
用

第
　
一
　
号

た
。

富沢シマ
（中粂旭町）

中
条
寿
会
々
員
の
声

二
月
八
日
午
前
十
時
〕

楽
し
い
集
会
の
ひ
と
と
き

中
条
寿
会
　
　
－
集
会
室

　
中
条
旭
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
中
条
寿

会
（
田
村
英
太
郎
会
長
、
会
員
数
九

十
人
）
の
男
女
七
十
四
人
は
、
開
館

早
々
の
中
条
地
区
公
民
館
を
訪
れ
、

入
浴
し
た
後
、
映
画
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
恋
人
」
を
観
賞
、
集
会
を
開
く

な
ど
一
日
を
ゆ
っ
く
り
す
ご
し
ま
し

　
　
そ
こ
で
、
こ
の
施
設
を
利
用
し

治
ー
代
町
喜
魏
咽
仲

禾大渕ツギ
（中条L町〉

吉
D
泰
騨
ロ
條
樋
。

た
寿
会
々
員
の
方
に
感
想
を
伺
い
ま

し
た
。
田
村
会
長
は
、
　
「
公
民
館
に

い
こ
い
の
家
を
兼
ね
た
施
設
は
全
国

で
も
め
ず
ら
し
い
。
気
軽
に
入
浴
も

で
き
、
歓
談
や
読
書
も
で
き
る
こ
ん

な
楽
し
い
施
設
が
近
く
に
あ
る
こ
と

が
な
に
よ
り
う
れ
し
い
。
今
後
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
で
庭
に
植
樹
す
る
な
ど
、

施
設
を
大
切
に
守
り
育
て
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

会
員
の
和
田
喜
代
治
（
旭
町
）
大
渕

ツ
ギ
（
上
町
）
富
沢
シ
マ
（
旭
町
）

樋
口
泰
吉
（
旭
町
）
さ
ん
ら
は
、
「
こ

ん
な
に
す
ば
ら
し
い
建
物
を
利
用
で

き
る
な
ん
て
、
本
当
に
長
生
き
し
て

よ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
分
達
ば
か

り
で
な
く
、
他
部
落
の
人
達
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
欲
し
い
」
と
望

ん
で
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
利
用
方

法
は
、
直
接
中
条
地
区
公
民
館
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
、
電
話
で
も
受

け
つ
け
ま
す
。
　
（
魯
二
－
二
七
四
八

番
）
（
使
用
日
の
三
ヵ
月
前
か
ら
受

け
つ
け
ま
す
）

談
笑
す
る
老
人
た
ち

　
　
　
1
図
書
室
兼
談
話
室

所
得
税
の
確
定
申
告
は

お
早
め
に

　
昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
の
相
談
は
、
二
月
十
六

日
か
ら
三
月
卜
五
日
ま
で
行
い
ま
す

が
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

還
付
申
告
は
す
で
に
税
務
署
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
、
税
金
が

還
付
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
確
定
申
告
を

さ
れ
た
方
は
住
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
五
十
年
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子
、

市
・
県
民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た

◇
…
税
金
は
道
路
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
…
◇

◇
…
設
や
、
私
達
の
健
康
や
生
活
を
守
る
社
会
保
障
…
◇

◇
…
な
ど
の
大
切
な
財
源
で
す
，
　
　
　
　
　
　
　
…
◇

◇
…
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
…
◇

◇
…
料
を
計
算
す
る
基
と
な
る
と
同
時
に
、
あ
な
た
…
◇

◇
…
の
必
要
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
…
◇

◇
…
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
◇

申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
市
、
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
の

「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」
は
、
二
月

中
旬
頃
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て

配
布
す
る
予
定
で
す
。
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
記
載
し
、
三
月
十
五
日
ま

で
に
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
嘱
託
員

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
不
明
の
点
は
、
つ
ぎ
の

申
告
相
談
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
る

か
税
務
課
（
魯
七
－
三
二
一
番
、

有
線
五
二
五
一
二
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
申
告
相
談
日
程
表

3 3 3 2　　2 月
月 月 月 月　　月

15 12 11 27　　16
日 日 日 日～日 日

～ 午
午 前 時
後 9
4
時
時 間

王　市
場

Il

躍　役
は
除
く
　
所

所

）

配
当
、
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
少
な

く
て
、
し
か
も
そ
の
他
の
所
得
も
あ

ま
り
多
く
な
い
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
、
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、
寄
付

金
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
。

③
五
十
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
、

就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人
。

④
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
、

又
は
確
定
申
告
の
税
額
が
予
定
納
税

額
よ
り
少
な
い
人
。

　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

月
　
　
日

時
　
間

場
　
　
所

3
月
2
日

午
前
9
時
半

～
午
後
4
時

丁
キ
ド
条
出
張
所

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

漉
野
作
業
所

3
月
3
日

午
崩
9
時
半

耳
後
、
時

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
4
日

午
前
9
時
半

～
午
後
3
時

六
箇
公
民
館

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

船
坂
作
業
場

3
月
5
日

午
前
9
時
半

～
午
後
4
時

川
治
公
民
館

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

大
池
作
業
所

3
月
8
臼

午
前
9
時
半

～
午
後
4
時

水
沢
出
張
所

午
前
9
時
半

～
午
後
3
時

馬
場
作
業
所

3
月
9
日

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

野
中
作
業
所

3
月
10

午
前
9
時
半

～
午
後
4
時

吉
田
出
張
所

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

鉢
公
民
館
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赤
倉
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

完
工
ま
で
に
六
年
半
の
難
工
事
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直
川

　
　
　
　
エ

　
　
　
　
田

ノ、

水沢村
00

＼継．占
一

　
上
越
線
六
日
町
駅
か
ら
十
日
町
市

・
松
代
町
を
経
由
し
、
信
越
線
の
犀

潟
駅
（
さ
い
か
た
）
に
連
絡
す
る
総

延
長
五
九
・
四
キ
。
順
の
北
越
北
線
建

設
工
事
は
総
事
業
費
三
百
十
五
億
円

で
昭
和
五
十
四
年
度
完
成
を
目
標
に

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
線
は
十
五
ヵ
所
（
三
九
キ
。
八
O

O
届
）
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、

松代班

．
田

／
松

St

撚
訳％．3σ奨

難齢

こ
の
ほ
ど
、
こ
の
う
ち
の
最
長
ト
ン

ネ
ル
で
あ
る
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

し
、
去
る
一
月
二
十
一
日
午
後
二
時

喜
び
の
貫
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
北
越
北
線
で
最

初
に
着
手
し
貫
通
し
た
も
の
で
あ
り
、

北
越
北
線
の
建
設
工
事
に
お
け
る
意

義
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

三
工
区
総
工
事
費
8
0
億
円
で

／
遡

　
北
越
北
線
中
最
長
の
赤
倉
ト
ン
ネ

ル
（
全
長
一
万
三
．
二
四
冒
）
は
、
六

日
町
・
十
日
町
市
間
の
中
魚
沼
丘
陵

を
貫
き
、
六
日
町
起
点
（
六
日
町
駅

か
ら
三
♂
九
六
〇
斌
）
か
ら
、
赤
倉

信
号
所
（
六
日
町
駅
か
ら
八
キ
。
五
二

〇
層
）
及
び
津
池
駅
（
六
日
町
駅
か

ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
す
る
と
、
両
工
区

か
ら
春
日
市
長
、
大
谷
六
日
町
助
役

が
駆
け
よ
り
が
っ
ち
り
握
手
1
。

・
’
つ
上
丁
、
一
キ
ロ
一
工
ハ
（
》
μ
一
）
　
ん
こ
経
で
・
L
ー
㎜
目

キ
・
二
九
四
層
で
終
わ
る
単
線
言
万
型

ト
ン
ネ
ル
で
す
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
つ
ぎ
の

三
工
区
（
東
工
区
…
六
日
町
起
点
四

キ
・
二
二
〇
層
、
中
工
区
…
津
池
駅
起

点
四
キ
・
一
四
〇
肩
、
西
工
区
∈
新
座

起
点
↓
キ
。
九
七
四
層
）
に
分
け
、
総

工
事
費
約
八
十
億
円
で
完
成
し
ま
し

た
。
　
（
西
工
区
は
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
完
成
）

　
こ
の
ほ
か
、
赤
倉
ト
ン
・
不
ル
工
事

に
伴
う
補
償
と
し
て
、
ト
ン
、
不
ル
直

L
部
落
の
飲
料
水
及
び
水
田
の
枯
渇

補
償
等
約
十
八
億
円
の
補
償
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
は
、
六
日

町
起
点
か
ら
八
キ
・
一
八
○
層
付
近
で

行
わ
れ
、
ド
ー
ン
と
い
う
発
破
音
と

同
時
に
津
池
駅
側
か
ら
春
日
市
長
・

六
日
町
駅
側
か
ら
大
谷
六
日
町
助
役

が
駆
け
寄
り
ガ
ッ
チ
リ
握
手
し
ま
し

た
。
三
工
区
の
う
ち
、
最
長
を
誇
る

東
工
区
は
、
昭
和
四
十
四
年
妃
月
レ

九
日
工
事
に
着
手
以
来
、
実
、
に
六
年

丘
ヵ
月
の
長
い
年
月
を
要
し
た
わ
け

で
す
、

　
北
越
北
線
の
現
況

　
北
越
北
線
の
建
設
工
事
は
、
路
盤

工
事
に
つ
い
て
、
六
日
町
駅
付
近
及

び
ト
日
町
市
付
近
高
架
橋
が
ほ
ぽ
し

ゅ
ん
工
し
、
六
日
町
i
卜
日
町
間
の

赤
倉
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
、
、
現
在
、
卜

日
町
－
犀
潟
間
は
用
地
買
収
中
で
あ

り
、
路
盤
工
事
は
ト
日
町
ト
ン
ネ
ル
、

薬
師
峠
ト
ン
ネ
ル
及
び
鍋
立
山
ト
ン

ネ
ル
を
施
工
中
で
す
。

昭
和
51
年
度

豫
漁
華

市
奨
学
生
を
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
市
奨
学
金
貸
与
希
望
者
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
　
昭
和
五
十
一
年
度
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、

大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の

者
で
、
つ
ぎ
の
事
項
に
該
当
す
る
者
。

　
①
本
市
に
一
、
一
年
以
上
居
住
す
る
世

帯
の
子
弟
　
②
学
業
成
績
が
優
秀
と

認
め
ら
れ
る
者
③
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
者

④
心
身
と
も
に
健
全
な
者
。

　
奨
学
金
の
額
　
高
校
・
高
専
（
月

額
一
、
ギ
円
）
短
大
・
大
学
（
月
額
六

干
円
）
。

　
貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
一
年
四
月

か
ら
そ
の
者
の
在
学
す
る
学
校
の
最

短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で
。

　
採
用
予
定
者
数
　
高
校
・
高
専
（
二

十
名
）
短
大
・
大
学
（
十
名
）
。

　
出
願
書
類
　
奨
学
金
貸
与
願
書
．

在
学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明

篠原鉄建公団総裁、支社長、春日市長ら赤倉ト
ンネル関係者の一行（赤倉トンネル発破地点）

書
添
付
）
・
戸
籍
謄
本
及
住
民
票
謄

本
・
医
師
の
身
体
検
査
書
・
前
年
度

所
得
証
明
書
。

　
申
し
込
み
　
希
望
者
は
、
．
一
月
末

日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
、
市
内
各

中
学
校
・
高
等
学
校
に
申
し
込
み
を

県
が
特
別
融
資

　
　
豪
雪
に
よ
る
生
産
・
売
上

　
　
げ
減
少
企
業
に

　
県
は
、
一
月
豪
雪
で
生
産
、
売
上

げ
等
が
減
少
し
た
企
業
二
月
十
八

日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
の

生
産
、
売
上
げ
が
一
週
問
前
に
比
べ
、

お
お
む
ね
三
十
誕
以
上
も
低
、
卜
）
に

対
し
、
不
況
対
策
特
別
資
金
の
特
別

運
用
に
よ
り
一
企
業
当
た
り
一
．
一
百
万

円
（
小
企
業
百
万
円
）
を
限
度
と
し

て
、
特
別
融
資
し
ま
す
。
利
率
、
返

済
期
間
等
は
不
況
対
策
特
別
資
金
と

同
じ
。

　
申
し
込
み
は
、
十
日
町
商
工
会
議

所
ま
た
は
水
沢
商
工
会
へ
。
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触
畷
駆
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
と
り
で

　
昨
年
十
二
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
二
階
建
の
中
条
地
区
公
民
館
が
建

設
さ
れ
、
去
る
十
一
月
八
日
か
ら
、

地
域
の
人
達
の
茶
の
間
と
し
て
、
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、

老
人
い
こ
い
の
家
と
併
設
さ
れ
、
↓

階
は
、
浴
室
、
集
会
室
等
が
あ
り
、

二
階
は
、
図
書
室
兼
談
話
室
、
会
議

室
、
学
習
室
、
調
理
実
習
室
等
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
館
暖

屠
付
で
、
館
内
は
明
る
く
、
使
い
や
す

い
施
設
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

中条寿会々長

田村英太郎

こ
の
よ
う
に
、
文
化
（
教
養
、
公
民

館
活
動
と
し
て
老
人
達
の
集
会
や
青

年
学
級
、
婦
人
学
級
、
そ
の
他
の
グ

ル
ー
プ
活
動
に
文
字
通
り
地
域
づ
く

り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
中
条
地

区
公
民
館
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し

開
館
利
用

第
　
一
　
号

た
。

富沢シマ
（中粂旭町）

中
条
寿
会
々
員
の
声

二
月
八
日
午
前
十
時
〕

楽
し
い
集
会
の
ひ
と
と
き

中
条
寿
会
　
　
－
集
会
室

　
中
条
旭
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
中
条
寿

会
（
田
村
英
太
郎
会
長
、
会
員
数
九

十
人
）
の
男
女
七
十
四
人
は
、
開
館

早
々
の
中
条
地
区
公
民
館
を
訪
れ
、

入
浴
し
た
後
、
映
画
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
恋
人
」
を
観
賞
、
集
会
を
開
く

な
ど
一
日
を
ゆ
っ
く
り
す
ご
し
ま
し

　
　
そ
こ
で
、
こ
の
施
設
を
利
用
し

治
ー
代
町
喜
魏
咽
仲

禾大渕ツギ
（中条L町〉

吉
D
泰
騨
ロ
條
樋
。

た
寿
会
々
員
の
方
に
感
想
を
伺
い
ま

し
た
。
田
村
会
長
は
、
　
「
公
民
館
に

い
こ
い
の
家
を
兼
ね
た
施
設
は
全
国

で
も
め
ず
ら
し
い
。
気
軽
に
入
浴
も

で
き
、
歓
談
や
読
書
も
で
き
る
こ
ん

な
楽
し
い
施
設
が
近
く
に
あ
る
こ
と

が
な
に
よ
り
う
れ
し
い
。
今
後
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
で
庭
に
植
樹
す
る
な
ど
、

施
設
を
大
切
に
守
り
育
て
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

会
員
の
和
田
喜
代
治
（
旭
町
）
大
渕

ツ
ギ
（
上
町
）
富
沢
シ
マ
（
旭
町
）

樋
口
泰
吉
（
旭
町
）
さ
ん
ら
は
、
「
こ

ん
な
に
す
ば
ら
し
い
建
物
を
利
用
で

き
る
な
ん
て
、
本
当
に
長
生
き
し
て

よ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
分
達
ば
か

り
で
な
く
、
他
部
落
の
人
達
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
欲
し
い
」
と
望

ん
で
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
利
用
方

法
は
、
直
接
中
条
地
区
公
民
館
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
、
電
話
で
も
受

け
つ
け
ま
す
。
　
（
魯
二
－
二
七
四
八

番
）
（
使
用
日
の
三
ヵ
月
前
か
ら
受

け
つ
け
ま
す
）

談
笑
す
る
老
人
た
ち

　
　
　
1
図
書
室
兼
談
話
室

所
得
税
の
確
定
申
告
は

お
早
め
に

　
昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
の
相
談
は
、
二
月
十
六

日
か
ら
三
月
卜
五
日
ま
で
行
い
ま
す

が
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

還
付
申
告
は
す
で
に
税
務
署
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
、
税
金
が

還
付
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
確
定
申
告
を

さ
れ
た
方
は
住
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
五
十
年
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子
、

市
・
県
民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た

◇
…
税
金
は
道
路
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
…
◇

◇
…
設
や
、
私
達
の
健
康
や
生
活
を
守
る
社
会
保
障
…
◇

◇
…
な
ど
の
大
切
な
財
源
で
す
，
　
　
　
　
　
　
　
…
◇

◇
…
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
…
◇

◇
…
料
を
計
算
す
る
基
と
な
る
と
同
時
に
、
あ
な
た
…
◇

◇
…
の
必
要
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
…
◇

◇
…
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
◇

申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
市
、
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
の

「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」
は
、
二
月

中
旬
頃
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て

配
布
す
る
予
定
で
す
。
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
記
載
し
、
三
月
十
五
日
ま

で
に
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
嘱
託
員

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
不
明
の
点
は
、
つ
ぎ
の

申
告
相
談
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
る

か
税
務
課
（
魯
七
－
三
二
一
番
、

有
線
五
二
五
一
二
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
申
告
相
談
日
程
表

3 3 3 2　　2 月
月 月 月 月　　月

15 12 11 27　　16
日 日 日 日～日 日

～ 午
午 前 時
後 9
4
時
時 間

王　市
場

Il

躍　役
は
除
く
　
所

所

）

配
当
、
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
少
な

く
て
、
し
か
も
そ
の
他
の
所
得
も
あ

ま
り
多
く
な
い
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
、
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、
寄
付

金
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
。

③
五
十
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
、

就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人
。

④
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
、

又
は
確
定
申
告
の
税
額
が
予
定
納
税

額
よ
り
少
な
い
人
。

　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

月
　
　
日

時
　
間

場
　
　
所

3
月
2
日

午
前
9
時
半

～
午
後
4
時

丁
キ
ド
条
出
張
所

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

漉
野
作
業
所

3
月
3
日

午
崩
9
時
半

耳
後
、
時

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
4
日

午
前
9
時
半

～
午
後
3
時

六
箇
公
民
館

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

船
坂
作
業
場

3
月
5
日

午
前
9
時
半

～
午
後
4
時

川
治
公
民
館

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

大
池
作
業
所

3
月
8
臼

午
前
9
時
半

～
午
後
4
時

水
沢
出
張
所

午
前
9
時
半

～
午
後
3
時

馬
場
作
業
所

3
月
9
日

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

野
中
作
業
所

3
月
10

午
前
9
時
半

～
午
後
4
時

吉
田
出
張
所

午
前
－
o
時

～
午
後
3
時

鉢
公
民
館
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予
防
接
種
実
施
方
法
変
更
の
お
願
い

　
昭
和
五
十
一
年
度
の
予
防
接
種
は

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
、
百
日

咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
、
種
痘
、
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
、
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
四

月
か
ら
実
施
方
法
を
一
部
変
更
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
個
人
通
知
方
法
を
廃
止

　
従
来
は
該
当
者
あ
て
に
個
人
通
知

書
を
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
し
て
配

布
し
て
き
ま
し
た
が
、
四
月
よ
り
こ

の
方
法
を
改
め
、
市
報
と
お
か
ま
ち

と
お
知
ら
せ
版
に
予
防
接
種
の
種
類
、

該
当
年
齢
、
会
場
、
時
間
等
を
掲
載

し
ま
す
。

　
問
診
票
の
記
入

　
予
防
接
種
の
問
診
票
は
、
会
場
で

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
定
め

ら
れ
た
時
間
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
体
温
は
自
宅
で
計
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

　
母
子
手
帳
は
必
ず
持
参
を

　
会
場
で
母
子
手
帳
に
接
種
済
の
印

を
押
し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
は
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
小
学
校
入

学
前
の
子
供
さ
ん
の
み
）
。
な
お
、

母
子
手
帳
に
は
予
防
接
種
に
つ
い
て

の
注
意
事
項
が
書
い
て
あ
り
ま
す
の

で
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雪
ま
つ
り
と
交
通

の
お
知
ら
せ

　
第
二
十
七
回
雪
ま
つ
り
は
、
、
一
月

十
四
、
レ
五
日
の
両
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
当
日
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
豪
雪
を
克

服
し
、
市
民
総
参
加
で
雪
ま
つ
り
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
当
日
の
交
通
に
つ
い
て
は
、
十
四

日
に
飯
山
線
関
係
で
、
長
野
方
面
か

ら
昼
頃
一
本
、
長
野
方
面
へ
夜
二
本
、

新
潟
方
面
か
ら
昼
頃
三
本
、
新
潟
方

面
へ
夜
二
本
。
十
五
日
に
新
潟
～
十

日
町
間
を
一
往
復
す
る
臨
時
列
車
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
越
後
交
通
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
路
線
が
臨
時
運
行
さ
れ
ま
す
。

▽
二
月
十
四
日

　
本
町
三
丁
目
停
留
所
付
近
（
水
口
、

小
看
谷
、
長
岡
方
面
）
本
町
高
校
バ

ス
停
付
近
（
土
市
、
大
割
野
、
六
日

町
方
面
）
本
町
二
丁
目
停
留
所
付
近

（
干
手
、
ヒ
野
、
仁
田
、
高
島
方
面
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
八
時
十
分
、

二
↑
分
、
、
．
一
レ
分
で
す
。

▽
二
月
十
五
日

　
長
岡
、
小
千
谷
、
大
割
野
方
面
に

定
期
バ
ス
を
増
発
．
水
口
、
士
市
、

上
野
方
面
随
時
運
行
の
予
定
。

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

　
覧
期
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
本
年
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
は
、
四
月
一
日
～
二
十
日
ま
で
の

間
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま
す
。
（
時

間
は
午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
で
、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
。
日
曜
、
祭
日

は
休
み
）

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
固
定
資
産
税

の
納
期
は
、
第
一
期
は
五
月
、
第
、
一

期
七
月
、
第
↓
、
一
期
九
月
、
第
四
期
卜

一
月
と
な
り
ま
す
。
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　昭和49年度の決算状況をおしらせします。
本年度の主な事業は、山本、学校町線送水管布設工事延長1，414

㍍及びこ杣．二伴う加圧ポンノ施設工事を実施しよ1 ノ／、『r・

　配水管布設工事にっいては、四日町第一地区1〔37（爪を布設

し、また西田川橋配水管橋添架工事を実施しました。
　道路改良1、二伴う配水管布設替工事は、昭和町及び寿町をはじ

め国道117号改良〔，より田川橋配水管橋添架工事を実施し，1、し～．

　営業収支については、極力経費節減1。努力しましたが・電

力料金等σ）値上けにょtJ費用は増大し、純利益は13，538，426

円となりよしノブし二。

昭和49年度給水業務量の状況
（昭和49年4月1日より昭和50年3月31日まで）

昭和全1響欝 麟
・羅輯湘
一略弄響二騙

昭和49年度
　　　　7，42｛）

　　　31，206

　3，014，535

　　　16，688

　　　　8，259

　　　　　　406

　区　　　分

給水戸数（戸、
給水人【．エ（人

年間使用水量（㎡1
…日最大使弔水量〔㎡』

・日平均　用水量（㎡／

・戸当年間使用水量！㎡1

lll、位円

　　　昭和49年度決算状況
昭和49年度水道事業損益計算書
（昭和49年4月1日より昭和50年3月31日まで）

収　　　　　益

科　　　目 金　　額

営業収益 131，126，365

営業外収益 1・1，834，492

合　　言十 142，960，857

　金　　額

106，402，655
　23，019，776

129，422，431
　13，538，426

142．960．857

　
　
用
剛
益

費
目
畠
計
響

科
羨
小
磐

　
　
営
営
　
当

単f立Pl

昭和49年度水道事業貸借対照表
　　　（昭和50年3月31日現在）

負債及び資本
科　　　目　　　金　　　額

固定負債1　8，578，598
流動負債 　6，016，403
資　本　金1483，341，420
剰　余　金　　56，926．122

合　　計　1554，862，543

　金　　額

528，472，145
　22，325，638

　　4．064。760

　
　
産
産
定

資
目
　
　
資
資
勘

　
　
定
動
延

　
科
　
　
固
流
繰

合計1554，862，543合計 bb4，6bZ，澱」

　昭和49年度水道事業剰余金処分計算書
　　　　　　　　（昭和50年9月26日議決）　　　　　　　　単位円

1．当年度未処分利益剰余金　　　　　　　　　17，582，325

2．利益剰余金処分額
　（1）減債積立金　　 ！0，（型02鯉gり！蔓gg2！巫g
3．翌年度繰越利益剰余金　　　　　　　　　7，582，325

　　　　昭和50年度上期損益計算書
　　　　（昭和50年4月1日から昭和50年9月30日まで）　　　単位円

負債及び資本
科　　　目 金　　額

固定負債 8，578，598

流動負債 6，542，917

資　本　金 487，354，037
剰　余　金 45，548，812

純　利　益 4，202，573

合　　計 552，226，937

11，610／面積・…211．44K㎡（1月1日現在）

収　　　　　益

科　　　目　　　金　　額

営業収益・　68，943，341
営業外収益 　7，056，338

　　　1

一合　　計　・　75，999，679

金　　額

59，588，596

12，208，51t）

71，797，106

　4，202，573

75．999．679

　　　費
科　　目

営業費用
営業外費用

小　　計
純　利　益
合　　計

単位rI

昭和50年度上期貸借対照表
　　　（昭和50年9月30日現在）

　金　　額

527，167，063
　21，450，614

　　3．609．260

552，226，937

　
　
産
産
定

資
目
　
　
資
資
勘

　
　
定
動
延

科
固
流
繰

計合

50，531人（男24，586・女25，945）／世帯数■市勢／人ロ

3盈2、
　□233号□

莇れる春を喜ぶ

　3月の3日はひな祭り一一。
ここ鐙島保育所（園児70名）では、運動場に園児たちのつくったひな人

形を飾り、パズルや手品、ゲーム遊びなどで楽しい旧を過ごしました・

　斉木日出美ちゃん、寿彦、博安君をはじめ、どの園児たちの顔も訪

れる春の喜びでいっばいでした。


